2014日中韓分析研究交流会シンポジウム参加報告
今年のシンポジウムは中国の瀋陽、東北大学で8月22日から25日に開催されました。昨年、長崎国際大学の佐藤博先生が福岡・長崎で10回目を開催したのに続く第11回目になります。東北大学のJuan-Hua Wang教授が大会会長として取りまとめ、Jin-Ming Lin教授（清華大、中国）、Zhangrun Xu教授（東北大、中国）、Jae-ho Ha博士（韓国）と私が実行委員を務めました。次の10年を目指す第一回目として位置づけられ、参加者は韓国40名、日本28名、中国約100名と多数の方の参加を得て盛会でした。毎年参加者が増えており、学生や若手研究者の参加も多くなってきました。今までは発表する教授に所用ができ当日不在で発表をキャンセルするという事が多かったのですが、参加できない教授は代理を立てて発表を行うよう配慮しておりました。研究発表件数はキーノート46件、招待講演20件、ポスター発表81件で発表件数の多さと研究発表内容の広がりを感じました。発表件数が多かったので23日は1会場で朝8時40分から18時まで、翌24日は2会場で8時から17時45分まで発表が続きました。発表時間がキーノートで20分、招待講演で15分と短く、質問も活発で進行は遅れ気味でしたが実りある研究発表会になりました。研究発表のレベルも高くオリジナルのアイデア紹介や最先端の研究が続きました。ポスター発表についてはChinese Chemical lettersから副賞付のポスター賞が贈られました。発表件数（中国41件、韓国31件、日本9件）に応じて賞の件数が割り振られ、中国5件、韓国4件、日本1件（今任先生の研究室のKunisawaさん）が受賞しました。受賞者はみな若手研究者でとても嬉しそうに受賞の感想を述べていました。中国の発表では最後に簡単な研究室紹介もあり、学生の多さ（大学院生には教授が研究費から給料を支払うので研究費が少ないと優秀な学生を確保できない）や国際的な論文誌掲載等も多数ある事に驚かされました。
　25日はエキスカーションで瀋陽故宮と北陵を案内され、見聞を広め交流を深めた後、東北大学構内を案内してもらい、Wang先生の研究室も紹介されました。化学棟の入り口に中国のFIAの第一人者であった方院士（故人）の胸像が飾ってありFIAの関係者等は懐かしい思い出をよみがえらせておりました。
新しい10年に向けた本研究交流会は、設立当初の帰国した留学生が恩師に帰国後の成果を紹介し、次の世代の交流を図るというものから、国際的に活躍する第一線の研究者がお互いに研究紹介して交流を図るという国際学会に変貌を遂げてきた事を実感させられたものでした。今回は学生も多く、当初から変わらない会の主旨である友好と交流の目的が達成されたと思います。今回も、本研究交流会開催に対して（公社）日本分析化学会のご理解を得て国際交流の後援を頂きました。変わらぬご支援に対し深謝いたします。
　次回は韓国で開催を予定しており、開催場所として釜山を検討しているとの事ですが、時期は未定です。決まり次第紹介いたしますので是非ともご予定ください。
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